
桂林学叢 第14号

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論

は

じ

め

に

法
華
宗
再
興
唱
導
師
と
尊
称
さ
れ
る
日
隆
聖
人
が
、
長
い
教
学
研
鑽
の
時
期
を
経
て
大
部
の
著
述
を
残
さ
れ
る
と
同
時
に
、
各
地
に
布

教
さ
れ
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
幾
多
の
寺
院
の
建
立
や
復
興
の
基
を
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

聖
人
の
布
教
の
跡
を
み
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
京
都
本
能
寺
、
尼
崎
本
興
寺
の
二
大
拠
点
の
他
に
、
敦
賀
、
河
内
、
堺
、
兵
庫
、
牛
窓
、

宇
多
津
と
い
う
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
交
通
の
要
衝
の
地
に
寺
院
と
弟
子
、
信
者
な
ど
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

勿
論
、
各
地
に
お
け
る
寺
院
の
成
立
に
は
、
個
別
の
事
情
が
あ
る
た
め
全
て
を
同

一
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か

し
こ
の
中
で
も
、
宗
外
の
史
学
者
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
地

へ
の
布
教
に
つ
い
て
、
交
通
事
情
、
経
済
事
情
な
ど

布
教
に
つ
い
て
は
現
在
と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
に
、
何
故
そ
の
地
方

へ
の
布
教
が
可
能
で
あ

っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ノjヽ

青ヨ
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

一
　

伝
記
書

に
み
え
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教

の
記
事

聖
人
の
各
地

へ
の
布
教
は
、
応
永
二
十
五
年

（
一
四

一
八
）
妙
本
寺
退
出
後
、
河
内
三
井
村
に
難
を
避
け
た
時
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、

応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）
に
は
尼
崎
に
本
興
寺
建
立
の
端
緒
を
得
、
応
永
三
十
二
年

（
一
四
二
六
）
頃
、
生
国
越
中
国
に
向
い
、
色

ケ
浜
に
お
け
る
祈
祷
に
よ
り
禅
宗
金
泉
庵
義
乗
を
改
宗
さ
せ
、
更
に
敦
賀
で
は
真
言
宗
大
正
寺
円
海
を
帰
伏
さ
せ
て
本
勝
寺
を
得
た
。
永

享
元
年

（
一
四
二
九
）
に
は
京
に
本
応
寺
を
再
建
し
、
永
享
十

一
年

（
一
四
二
九
）
に
は
、
河
内
に
布
教
し
て
加
納
の
法
華
寺
を
得
て
い

る
。
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
に
は
、
西
国
布
教
を
志
し
、
こ
の
頃
、
牛
窓
本
蓮
寺
を
改
宗
さ
せ
、
備
中
高
松
で
は
川
上
道
蓮
を
教
化
し

て
本
隆
寺
を
建
立
し
、
海
を
越
え
て
讃
岐
宇
多
津
に
本
妙
寺
建
立
の
基
を
開
き
、
帰

っ
て
は
兵
庫
の
久
遠
寺
を
末
寺
と
し
た
。
更
に
宝
徳

三
年

（
一
四
五

一
）
に
は
堺
に
顕
本
寺
を
建
立
し
て
い
る
。）

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
集
中
的
に
地
方

へ
の
布
教
と
寺
院
建
立
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
宝
徳
年
間
の
西
国
布
教
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
伝
記
書
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

１
　
隆
師
尊
縁
記

（
日
寛
）

一

予

訂

噂

静

”
騎

囃

製

舗

討

鋪

な

蒙

け
『
尤

疇

進

就

醤

曇

一　

西
国
弘
法
周
二
諸
州

一就
中
讃
州
本
妙
寺
備
中
本
隆
寺
有
二
由
緒

一追
而
可
レ尋
レ之

２
　
開
基
日
隆
大
聖
人
縁
起

（
日
諄
）

六
十
八
歳
御
時
泉
州
堺
顕
本
寺
を
立
給
　
御
弟
子
日
浄
聖
人
在
住
給
　
惣
じ
て
西
国
の
御
弘
通
諸
国
あ
ま
ね
じ
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３
　
疎
嚇
林
雖
替
開
祖
日
隆
大
聖
人
略
縁
趣

（
日
憲
力
）

大
上
人

本
興
寺

居
た
ま

へ
て
是
よ
り
弘
法
を
西
国

ひ
ろ
め
ん
と
ほ
っ
し
た
ま

へ
て
　
ま
づ
兵
庫
の
津

行
せ
た
も
ふ
て
町
宿
を
も

と
め
た
も
ふ
処

宿
の
宅
主
あ
し
ら
い
鄭
重
也
　
翌
日
わ
か
れ
を

つ
げ
て
日

　

予
深
な
ん
じ
が
厚
志
を
か
ん
ず
る
ゆ
へ
に
此
物
を
預

る
但
風
呂
鋪
也
他
日
我
か
え
り
き
た
る
ま
で
つ
つ
し
ん
で
防
護
せ
よ
と
一√
　
是
よ
り
西
国
二趣
せ
た
も
ふ
て
ま
づ
備
中
の
国
新
庄
村
に

い
た
り
た
も
ふ
　
村
中
の
酋
長
川
上
道
蓮
江
本
蓮
光
と
い
ふ
　
七
月
に
せ

っ
た
い
供
養
を
お
こ
の
ふ
　
大
上
人
此
供
養
の
か
り
や

入
ら
せ
た
も
ふ
て
右
の
酋
長
の
も
の
と
清
談
の
時
を
う

つ
し
た
も
ふ
　
終

酋
長
大
上
人
を
と
も
の
ふ
て
我
家
に
帰
り
本
門
の
深
秘

を
と
き
き
か
せ
た
も
ふ
所

信
伏
随
喜
し
て
蓮
光
道
蓮
力
を
あ
は
せ
仮
に
堂
を
い
と
な
み
村
中
の
老
若
を
あ

つ
め
聞
法
結
縁
を
せ
し

め
さ
せ
た
ま

へ
　
一
村
こ
ぞ

っ
て
受
戒
し
て
則

一
院
を
創
々
す
る
　
是
本
隆
寺
と
号

（略
）
是
よ
り
讃
州
卯
辰
の
浜

つ
か
せ
た
も
ふ

て
大
き
に
宗
風
を
振
は
せ
た
も
ふ
て
周

撃
Ｌ
鼻
堅

則

一
院
を
創

た
も
ふ
て
本
妙
寺
と
号

（略
）
享
徳
二
酉
年
大
上
人

尼
崎

へ
帰

ら
せ
た
も
ふ
　
ま
た
御
か
え
り
が
け

兵
庫

旅
宿
し
た
も
ふ
て
亭
主

御
た
い
め
ん
遊
は
さ
れ
し
所
亭
主
大
き
に
よ
ろ
こ
び
先
達
御

預

居
し
も
の
取
出
し
大
上
人

へ
差
出

　

大
上
人
笑
は
せ
た
も
ふ
て
日
　
一号
主
ま
こ
と
に
正
直
の
人
也
　
今
よ
り
し
て
正
直
や
と
致

べ
く
よ
し
仰
け
れ
ば
難
レ有
請
受
申
て
け
リ
　
フし
Ｌ
に
お
い
て
大
き
に
宗
義
を
と
な

へ
一
寺
建
立
あ
る
　
す
な
わ
ち
久
遠
寺
坊
舎
十

二
宇
一√

４
　
日
隆
大
上
人
略
縁
起

（
日
心
）

同
年

（享
徳
元
）
師
欲

レ弘
二
法

西
国

一先

到
一一兵
庫

津

一宿
二
正
木
屋

何
某
宅

一宅
主
會
釈
町
暉
也
　
翌
日
告
レ
別

日
　
此
　
一

物
非
二
道
中

近
用

一汝

可
二
預
置

一　
従
レ其

趣
二
西
国

一初

至
二
備
中
国
新
庄
村

一七
月

比

　

有
二
接
待
供
養
　
者

一
　

師
入
二
此

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論

供
養

偶
家

一川
上
道
蓮

江
本
蓮
光

云
両
入
道

清
談
移

レ時
終
伴

還

二
居
家

一聞

二
営
宗

法
義

一信
伏
随
従

両
人
合

レ
カ

偶

営

二

草
堂

一集

二
村
中
老
若

一令

二
聞
法
結
縁

一
一
村
挙

受
戒

終

建

二
立

精
舎

一号

二
本
隆
寺

一坊
舎
四
軒
並
成

　

師
自

留
二
遺
書

一去

学
師
来
住
　
次

赴
二讃
州

一於
二宇
多
津

一而
大

振
Ｌ
不
風

一周

撃
塾
母
鼓

一創
二於

一
寺

一号
二
本
妙
寺

一塔
頭
数
十
坊
又
有
二
御

遺

状

一
（略
）

享
徳
二
癸
西
年
夏
欲

レ還
二
千
尼
崎

一又
旅
二
宿

正
直
屋

一此
時
　
改
二
正
木
屋

一
不
一正
直
屋

一也

物

Ｌ
三
二
千
座
前

一師
日
丈
夫
自
今

可
Ｌ
不
・

兵
庫

津

一宅
主
大

童
［
出
二
預

　
一

一
類
挙

信
Ｌ
不
義

一終

草
二
創

一
寺

一号
二久
遠
寺

一坊
舎
数
多
　
一√

５
　
日
隆
大
聖
人
御

一
代
徳
行
講
演
抄

（日
芳
）
　
　
　
　
　
ヲ

宝
徳
元
年
記
』聖
寿
六
十
五
弘
ント
法
ヲ干
西
（膠

一
召 一
端
響
体
畔
鰤

自
ラ曳
．十一杖
履

一フ至
一一兵
庫
ノ津
一
正
木
屋
何
某
ヵ
宅

．́御

一
宿
　
宅
主
會

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　

　

ニ
　
　
シ
玉
ヒ
テ
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ヲ
　

　

レ
　
　
レ
ハ
　
　

　

　

ノ
　
　
一一
　
　
　
　

ノ
　
　
ヒ
　
　
　
　
メ
テ
　
　
ク
ベ
シ
　

　

ニ
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
フ
　

セ
ン
ト

尺
丁
寧

渇
仰
不
レ弥
　
翌
朝
臨

レ別

出
二　
　
一　
風
呂
敷

包

一是

非
二
近
用

口
盟
長
途

煩

也
留
　
在

レ　
此

後
侯
二
帰
起

一面

自

レ夫

経
二
播
磨
路

一赴
二
西
国

一備
前
国
牛
窓
村

着
　
　
有

レ寺
天
台
宗
也
塔
頭
若
干
院
輪
次

当

レ之

師

適

就
二
中
之
坊

一謂
二

於
老
宿

Ｌ
不
義

説
破
　
　
師

法
針
痛

透
二
肌
骨

一如
二
夢
覚

一
老
宿
聞
　
始
　
旧
□
非
　
事

知

忽
顕
二
信
伏

色

一権
実
雑
乱
理

同
事
勝
之
執
弊
未
二
掃
除

一
一
山
早

改
二
宗
林

一叉
手
進
前

師
乃
授
二
本
門
戒

一後
推
Ｌ
ホ
暁
師

一為
二
開
山

一
（略
）

師
弘
経
渉
レ
日

途
レ月

去

備
中
国
高
松
新
庄
村

到

　

折
節
孟
蘭
盆
前
後

事
ナ
レ
ハ
有
二
接
待
供
養

一師
入
二
供
養

似
屋

一乞
レ
茶

干

レ時
川
上
道
蓮
江
本
蓮
光

云
両
人
有
レ傍

問
云
御
僧

何
国
将
御
宗
林

如
何
　
問
　
師
答
云
吾
　
摂
州
尼
崎
本
山
本
興
寺
住
僧

一否
日
本
門
法
華
宗
即
宗
門
弘
通

為
諸
国
経
廻
　
．√
　
暫
時
御
物
語
　
内
早

日

夕
陽

傾

ケ
レ
ハ
翁
云
先
今
宵

御
僧
我
等

宅

御
逗
留
ア
レ
ト
両
翁
師

倶

宿
所

帰

家
内
イ
ツ
レ
モ
念
頃
ノ
モ
テ
ナ
シ
也
　
師
薮
至
極
良
縁
也

思
召
　
切
角
経
王

深
理

述

本

門
宗
義

五
山　
　
宿
善
目
出
度
聞

忽

信
伏
　
則
両
人
合
レカ

似

営
二
草
堂

一集
二
村
中

老
少

一聞
法
結
縁
セ
シ
ム
ル
二
一
村
挙

受
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戒
得
法
セ
リ
則
改
テ号
二
本
隆
寺
一
（略
）
化
縁
既
二備
ハ
レリ
故
二師
告
レ別
レ
ヲ翁
等
泣
テ而
留

レ之
　
師
慰
諭
ノ
辞
シ去
次
テ跨
ニテ
蒼
海

一ヲ

一　

讃
州
宇
足
津

浜

．着

下
フ　
空
海

産
国

．テ真
言
宗
多
ケ
レ
ハ
初

程
中
々
教
化

．可
レキ堪

然

．ア
ラ
ス
然

二此
処
海
辺
船
着

故
水
至
ァ

不
自
由
也
　
庶
人
此
事

年
久

歎

師
聞
召
　
是
　
弘
法

手
力

ヽ
り
也

ウ
ナ
ツ
カ
セ
ラ
レ
テ
吾

汝
等

為
法
華

経
力

以

祈

其

水
ヲ得
サ
ス
９
ゥ
香
τ
バ皆
口
々
二何
ア
ノ
手
寄
坊
主
ヵ
爾
シ成
ハ頂
上
試
一望
ミュ
任
ス
ヘ
シ
ト
有
ケ
レ
ハ
師
望
メ
ル
者
共
ヲ
同
道
ノ
其
辺
り
桐
ノ
木

ア
レ
ハ
其
木
ノ下
二至
り
以
レ杖
ヲ其
処
ヲ指
シ
呪
願
シ玉
イ
テ
此
処
必
水
ノ近
キ
ニ
ア
リ
ト
ノ
玉

ヒ
テ
人
フ
シ
テ
令
貿
盤
ラ
果
ン
テ
不
貿
満
レ
丈
ニ

清
水
沿
々
トノ
涌
キ
出
浦
人
奇
異
ノ思
ヲ
ナ
シ
挙
テ
汲
レム之
フ
イ
カ
ナ
空
几
早
ノ時
卜
云

へ
共
更
二無
二
尽
ル知

一銘
ノ
日
二
鳳
凰
水
一

（略
）
従
レ
是

衆
人
帰
依
渇
仰

終

．
一
浦
浴
一
本
門

法
水

一妙
戒

受

タ
リ
則
　
一
寺

建
立

号
ニス本
妙
寺

一
（略
）

ｉ

詐

ざ

着
髪

暫
時
御
滞
留
而
メ
駅
路
製

は
シ

鯰

繭

静

萎

嗜

疑

先
預
リ
シ物

一ヲ具
ニフ
師
ノ座
前
一
師
云
丈
夫
定
二是
正
直
ナ
ル者
也
自
レ△

６
　
日
隆
大
聖
人
募
縁
誌

（
日
蒼
）

宝
徳
三
年
辛
未
　
師
尊
御
年
六
十
有
八
　
泉
州
堺
市
鋳
屋
某
木
屋
某
也

者
連
年
信
ニス
師
之
法
流

一築
ニク
於
本
門

た
藤
↓
額
ニス
顕
本
寺

一

令
下
以
二
於
師
之
高
弟
日
浄
上

ｒ
件
住
持
上
也

（略
）
吾

隆
尊
者
哉
弘
法
無
二
窮
蓋

一就

レ中
讃
州
宇
多
津
本
妙
寺
備
中
州
新
庄
本
隆

寺
多
二
由
緒

一臭

以
上
の
記
事
を
み
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
記
述
の
内
容
か
ら
、
Ａ
隆
師
尊
縁
記
、
開
基
日
隆
大
聖
人
縁
起
、
日
隆
大
聖
人
募
縁
誌

Ｂ
開
祖
日
隆
大
聖
人
略
縁
起
、
日
隆
大
上
人
略
縁
起
、
日
隆
大
聖
人
御

一
代
徳
行
講
演
抄
　
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

Ａ
は
、
聖
人
の
西
国
弘
通
に
つ
い
て
、
顕
本
寺
建
立
の
由
来
を
記
し
た
後
に
簡
単
に
本
妙
寺
、
本
隆
寺
の
成
立
の
由
来
を
述
べ
る
の
に

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

対
し
、
Ｂ
は
、
兵
庫
津

に
お
け
る
聖
人

の
有
様
か
ら
始
め
て
、
か
な
り
詳
し
く
西
国
布
教

の
姿
を
記
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
江
戸

時
代

に
著
さ
れ
た
伝
記
書

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
述
内
容

に
相
違
が
み
ら
れ
、
日
隆
聖
人
伝
研
究

の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。

伝
記
書

の
記
事
を
比
較
す
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
た
こ
と
は
、
各
寺
院

の
成
立

に
年
時
的
な
相
違
が
あ
る
と
し
て
も
、
堺
顕
本
寺
、
兵
庫

久
遠
寺
、
備
中
本
隆
寺
、
牛
窓
本
蓮
寺
、
宇
多
津
本
妙
寺

の
各
寺
院
が
聖
人

に
縁

の
あ
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
地

の
寺
院
と
し
て
記
録
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
一　
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教

の
時
期

に

つ
い
て

日
隆
聖
人
の
西
国
布
教
に
つ
い
て
、
二
種
の
伝
承
の
あ
る
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
今

『
本
門
法
華
宗
林
麒
両
寺
歴
純
』

（以
下

『
両
寺
歴
譜
」
と
略
称
す
る
）
に
み
え
る
記
事
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一　

亦
（永
享
十
二
年
）
山
門
学
徒
某

来

間
二
師
之
法
語

一販
伏
為
二
弟
子

一師
為

．名
二ヶ

日
澄

一日
夜
侍
”
膝
元

一学
二
末
法
應
時
宗
義

一

後
日
澄
弘
二
法
ス
ル西
国
一
時
到
二
備
前
牛
窓
一
宿
ニス
一
寺
一
此
寺
大
覚
僧
正
之
開
開
．フ
而
今
第
二
祖
日
暁
在
住
ナ
リ
　
与
二
澄
師

一法
談
蓋
レ

義
ヲ
日
暁
云
願
ハ汝
二譲
〓
住
職
一
仁
可
ンヤ否
ャ　
澄
師
謹
而
諾
レス之
フ此
時
改
テ為
ン
両
寺
ノ末
寺

一卜　
隆
師
授
二
与
セ
リ
本
蓮
寺
号

之

補

任

・フ

在
人
一
且
亦
像
師
ノ大
曼
陀
羅
二隆
師
添
書
ノ
而
為
二
什
物
一
（略
）

一　

同
年

（享
徳
元
年
）
師
欲
¨
弘
二
法

西
国

一先

到
一一兵
庫

津

一宿
ニス
正
木
屋

何
某
宅

一
（略
）
初

．至
二
備
中
国
新
庄

村

一
七

月

比

レ
ハ有
二
接
待
供
養

ル者

一師
入
二
此

供
養

偶
屋

一川
上
道
蓮

江
本
蓮
光

云
両
入
道

清
談
移

レ時
終

．伴
ァ還
二
居
家

一
（略
）
終

．

建
二
立
ノ
精
舎
一
号
ニス
本
隆
寺
一
（略
）
次
二赴
ニキ
讃
州
一
於
一
宇
多
津
一
而
大
二振
ゴ
不
風

一ヲ周
ク撃
塾
母
鼓
一
創
ニシ
於

一
寺

一ヲ号
一
本
妙
寺
一
（略
）

一　

享
徳
二
癸
酉
年
夏
欲
レン還
ィ
干
尼
崎
一
又
旅
二
宿
セ
リ
兵
庫
ノ津
一
（略
）

ま
た

『
両
山
歴
譜
』
に
は
、
年
時
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宝
徳
二
年
と
享
徳
二
年
の
間
の
出
来
事
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
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Ｚ
り

。

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

（
マ
マ
）

又
山
門
学
徒
来
信
伏

帰
Ｌ
不
名
一一日
澄

一不
レ
日
弘
二
法
於
西
国

一至
二
備
前
州
牛
窓
村

一大
折
伏

大
学
僧
正
開
開
寺
　
日
澄
法
談
寺
檀

帰
二
隆
師
門
流

一為
二
本
末
約

一師
授
二本
蓮
寺
号
補
任

一為
二
其
印

一

師
亦
弘
二
於
西
海

一千
讃
州
宇
田
津
本
妙
寺
為
二
末
寺

一備
中
州
有
二
帝
釈
山

一依
二
師
教

一僧
俗
授
戒
立
二
一
宇

一号
二
本
隆
寺

一差
・一日
学

上
人

一為
二
第
二
祖

一

以
上
の
史
料
の
中
、
「
両
寺
歴
譜
』
に
よ
れ
ば
、

①
牛
窓
本
蓮
寺
は
、
永
享
十
二
年

（
一
四
四
〇
）
に
日
澄
師
が
聖
人
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
後
、
こ
の
日
澄
師
に
よ
っ
て
両
山
末
と
な

っ

た
。

②
備
中
本
隆
寺
、
宇
多
津
本
妙
寺
は
、
享
徳
元
年

（
一
四
五
二
）
に
聖
人
に
よ

っ
て
建
立
の
基
が
作
ら
れ
た
。

と
あ
り
、
次
の

『
両
山
歴
譜
』
に
よ
れ
ば
、

①
本
蓮
寺
は
、
日
澄
師
に
よ

っ
て
聖
人
の
門
に
帰
し
た
。

②
本
隆
寺
、
本
妙
寺
は
、
聖
人
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
。

と
あ
る
。
②
の
本
隆
寺
、
本
妙
寺
に
つ
い
て
は
、
日
隆
聖
人
建
立
に
つ
い
て

一
応
同
説
で
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
①
の
本
蓮

寺
建
立
と
日
澄
師
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

（
一
四
五
一
）

先
ず
本
蓮
寺
蔵

「
宝
徳
三
年
知
月
二
日
」

の
日
付

の
あ
る
日
隆
聖
人
本
尊

に
は
、
「
童
児
愛
千
代
丸
　
僧
日
澄
」
と
あ

っ
て
、

日
澄
師

の
俗
名
が
愛
千
代
丸

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

こ
の
時
点

で
は
出
家
し
て
い
て
も
僧
侶
と
し

て
は

一
人
前

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
興

（
一
四
五
五
）

寺
蔵

の

「隆
師
補
任
」
と
端
裏
書
さ
れ
た
文
書
に
は
、
「本
門
法
華
宗
　
僧
　
日
澄
　
右
所
授
如
件
」
と
あ

っ
て
、
「享
徳
四
年
知
月
二
十

六
日
」

の
日
付

で
あ
り
、

こ
の
時

に
僧
侶
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論（

一
四
八
九
）
　
　
　
　
　
　
（Ｊ

ま
た
本
蓮
寺
蔵

「蓮
像
院
日
澄
補
任
状
」
の
日
付
は

「
長
享
三
年
六
月
十
五
日
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
み
れ
ば
、

『
両
寺
歴

譜
』
と

『
両
山
歴
譜
』
に
み
え
る
永
享
十
二
年

（
一
四
四
〇
）
～
宝
徳
二
年

（
一
四
五
〇
）
頃
で
は
、
日
澄
師
が
自
ら
牛
窓
の
地
に
出
向

い
て
、
布
教
出
来
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
蓮
寺
の
由
緒
を
記
し
た

「
本
蓮
寺
由
緒
書
」
に
は
、
日
暁
、
日
澄
師
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一　

営
寺
草
創
開
基
者
大
覚
和
尚

（略
）
然
而
日
蓮
門
葉
日
像
卜
申
上
人
在
京
セ
リ
、
宿
縁
之
所
レ感
欺
、
大
覚
寺
殿
興
・一日
像
師

一数

在
二
御
参
会

一、
毎
度
及
二
法
論

一、
其
後
日
像
ヲ
屈
尊
而
被
レ仰
二師
範

一由
申
停
御
事

（略
）

一　

大
覚
之
御
附
弟
日
暁
上
人
江
営
寺
御
譲
、
其
瑚
嘗
地
之
守
護
職
檀
頭
石
原
但
馬
守
道
高
、
法
名
妙
道
、
悉
建
二
立
於
諸
伽
藍

・

並

奥
浦
北
田
云
虎
而
三
百
石
之
寺
領
寄
在
、
其
外
数
多
寄
附
略
レ之
　
大
覚
和
尚
称
二
美
日
暁
上
人
之
大
功

一、

日
暁
営
寺
之
開
基

卜
名
付
給
ト
ナ
ン
、
日
暁
遷
化
、
文
明
十
五
癸
知
二
月
廿
四
日

一　

営
寺
三
祖
日
澄
上
人
者
、
元
山
門
之
座
主

ニ
テ
坐
ス
ヨ
シ
、
爾

二
華
洛
本
能
寺
開
山
日
隆
上
人
卜
由
緒
ア
ツ
テ
度
々
会
合
坐
シ
、

預
一一日
隆
之
教
化

Ｌ
不
門

二
帰
入
メ
サ
レ
、
其
以
後
本
能
寺

二
安
座
候
虎

二
、
山
門

ヨ
リ
構
依
在

レ之
、
在
京
難

レ成
シ
テ
嘗
地

へ
下
、

営
寺
之
貫
主
卜
成
玉

ヘ
リ
、
以
二
件
由
緒

一、
本
能
寺
興
二
富
寺

一始
被
レ結
二
本
末
契
約

一也
、
此
上
人
在
住
之
瑚
、
檀
那
石
原
修
理

亮
伊
俊
本
願
卜
而
本
堂
ヲ
再
興
、
其
外
寄
進
略

レ之
　
日
澄
逝
去
　
明
応
六
年

巳丁

五
月
九
日

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
本
蓮
寺
は
大
覚
大
僧
正
に
よ

っ
て
草
創
さ
れ
、
や
が
て
附
弟
の
日
暁
師
に
譲
ら
れ
た
。
三
祖
の
日
澄
師
は
、
叡

山
の
座
主
で
あ

っ
た
が
、
日
隆
聖
人
の
門
に
帰
し
て
い
た
所
、
山
門
か
ら
抗
議
が
あ

っ
た
た
め
牛
窓
に
下
り
、
当
寺
の
住
職
と
な

っ
た
と

い
う
。

こ
の
伝
承
内
容

の
真
偽
は
と
も
か
く
、
日
澄
師
が
天
台
宗

の
出
身

で
あ
り
、
聖
人

に
帰
し
た
後
、
牛
窓

に
下

っ
た
と

い
う
点

に

つ
い
て

は
、
両
山

の

『
歴
譜
』
と
同
意

で
あ
る
。
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日
隆
聖
人
の
伝
記
書
の
中
で
、
比
較
的
諸
資
料
を
検
討
し
て
記
述
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
日
芳
師
の

『徳
行
講
演
抄
』
で
は
、
第

一
節
に

掲
げ
た
よ
う
に
、
聖
人
六
十
五
才
の
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
に
牛
窓
村
に
着
か
れ
、
天
台
宗
の
寺
院
を
改
宗
さ
せ
て
本
蓮
寺
を
得
、
日

暁
師
を
開
山
と
し
た
と
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
現
存
史
料
か
ら
は
、
聖
人
が
い
つ
頃
牛
窓
で
本
蓮
寺
成
立
の
基
を
築
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

備
中
本
隆
寺
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
史
料
が
な
い
の
で
考
証
出
来
な
い
が
、
宇
多
津
本
妙
寺
に
つ
い
て
は
、
日
隆
聖
人
自
筆

の

（
一
四
五
〇
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
五
二
）

「宝
徳
二
年
二
月
下
旬
」
の
日
付
を
持

つ

「讃
州
宇
足
津
弘
経
院
法
度
條
々
事
」
（本
妙
寺
蔵
）
と

「宝
徳
四
年
七
月
下
旬
」

に
書
か
れ

た

「授
与
之
　
寺
号
事
」
（本
妙
寺
蔵
）
と
い
う
二
通
の
史
料
が
あ
る
。

「法
度
條
々
事
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

定

讃
州
宇
足
津
弘
経
院
法
度
條
々
事

無
二
退
韓

一可
レ有
二
弘
通

一事

守
二
本
寺
之
大
旨

一可
レ為
二
壇
那
成
敗

一事

（
マ
マ
）

寺
家
造
栄
之
事
惣
壇
那
而
可
二
取
成

一事

（
マ
マ
）

公
事
等
出
来
之
時
者
惣
壇
那
而
可
レ為
二
勤
仕

一事

時
之
住
持
隷
翼
脂
而
不
レ可
二
相
計

一事

右
守
二
此
旨

一師
壇
共
仁
不
レ可
レ有
二
閉
如

一但
寺
家
之
事
者
惣
且
那
中

一
味
同
心
経
二
談
合

一可
レ然
様
可
レ被
二相
計

一者
也
働
為
二
後

代

一所
レ定
如

レ件

宝
徳
弐
年
二
月
下
旬

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

摂
州
尼
崎
本
興
寺
住
持
　
日
隆

押花

こ
の
法
度
に
は
、
退
転
な
く
弘
通
す
る
こ
と
と
、
本
寺
た
る
本
興
寺
に
従
う
こ
と
、
寺
家
の
こ
と
は
、
惣
檀
那
と
相
談
し
て
お
こ
な
う

こ
と
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
第
二
条
に

「寺
家
造
栄
之
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
弘
経
院
で
は
何
ら
か
の
建

築
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
二
年
後
に

「本
妙
寺
」
の
寺
号
が
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
宝

徳
二
年
の
時
点
で
は
、
完
全
な

一
箇
の
寺
院
と
し
て
は
未
だ
成
立
せ
ず
、
聖
人
に
よ
る
布
教
を
受
け
て
拠
点
た
る
道
場
を
計
画
中
か
建
築

中
の
時
期
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
聖
人
が
宇
多
津
に
着
か
れ
た
時
期
は
、
宝
徳
二
年
以
前
の
近
い
時
期
と
考
え
た
い
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
宇
多
津
に
渡
る
に
は
、
山
陽
路
側
か
ら
船
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
牛
窓

へ
の
布
教
が
実
施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

や
は
り
宝
徳
二
年
以
前
の
近
い
時
期
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

因
み
に
本
能
寺
に
は
、
宝
徳
二
年
十
月
十
三
日
に
著
さ
れ
た
日
隆
聖
人
の
曼
荼
羅
本
尊
が
あ
り
、
そ
の
授
与
者
の
部
分
に
は

「本
能
寺

常
住
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
本
尊
を
著
さ
れ
た
場
所
は
、
本
能
寺
か
本
興
寺
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
西
国

布
教
か
ら
帰
国
し
て
お
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

〓
一　
瀬
戸
内
海

の
運
輸
と
尼
崎

の
地
理
的
条
件

瀬
戸
は
狭
門
で
、
幅
の
せ
ま
い
海
峡
を
意
味
し
、
瀬
戸
内
海
と
は
、
明
治
以
降
の
呼
称
で
あ

っ
て
、
西
は
下
関
海
峡
、
西
南
は
速
吸
瀬

戸

（豊
予
海
峡
）
、
東
は
鳴
戸
海
峡
と
明
石
海
峡
を
も

っ
て
限
ら
れ
た
地
域
を
意
味
し
た
と
い
う
。

瀬
戸
内
海
を
通
る
海
上
交
通
路
は
古
く
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
古
代
に
は
唐
の
駅
制
に
な
ら

っ
て
陸
路
を
整
備
す
る
為
に
、
海
路
を
使

用
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
時
代
の
推
移
と
共
に
、
運
賃
の
安
い
海
路
を
利
用
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
っ

た
。
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瀬
戸
内
海
の
水
運
に
つ
い
て
検
討
す
る
時
に
、
対
象
と
な
る
の
は
、
沿
岸
諸
地
の
荘
園
か
ら
中
央
に
運
ば
れ
る
年
貢
物
と
沿
岸
各
地
間

の
商
品
の
輸
送
で
あ
ろ
う
。

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
荘
園
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
荘
園
制
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
異

っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。）

一
、
荘
民
の
荘
園
制
支
配
に
対
す
る
抵
抗
が
強
ま

っ
た
こ
と
。

二
、
荘
園
領
主
の
収
取
が
、
国
家
的
秩
序
を
背
景
に
し
た
収
取
か
ら
、
現
地
の
武
家
勢
力
を
請
負
代
官
と
す
る
支
配

へ
と
転
換
し
た
こ

Ｌ
Ｃ

。

三
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
を
前
提
と
し
て
、
年
貢
物
が
代
銭
を
以
て
納
入
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
結
果
、
従
来
か
ら
の
年
貢
物
の
輸
送
量
が
減
少
し
た
が
、
反
対
に
貨
物
と
し
て
の
商
品
の
輸
送
量
は
増
大
し
た
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
生
産
力
の
向
上
に
よ
る
余
剰
産
物
と
、
請
負
代
官
の
放
出
す
る
商
品
や
代
銭
納
に
よ
る
商
品
に
よ
っ
て
、

瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
地
に
は
商
品
の
全
体
量
が
増
加
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
当
時
、
そ
の
よ
う
な
商
品
を
消
費
出
来

て
、
し
か
も
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
近
い
所
は
、
都
の
あ
る
京
都
を
含
む
畿
内
地
方
で
あ

っ
た
。

荘
園
制
の
変
化
に
と
も
な
い
、
輸
送
の
組
織
に
つ
い
て
も
変
化
が
お
こ
り
、
旧
来
の
荘
園
の
年
貢
輸
送
は
、
荘
園
領
主
に
従
属
し
て
い

た

「梶
取
」
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
彼
等
は
室
町
時
代
に
な
る
と
民
間
の
船
を
所
有
す
る
運
輸
業
者
と
し
て
、
存
続
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
も
、
階
層
分
化
が
生
じ
て
、
職
化
し
た
船
株
の
集
積
者
で
あ
る
船
持
と
、
操
船
技
術
者
と
し

て
有
力
な
船
持
に
属
す
る
者
が
出
来
た
と
い
わ
れ
る
。
）

ま
た
船
を
運
航
す
る
責
任
者
で
あ
る
船
頭
の
下
で
働
く

「水
手
」
も
、
本
来
は
荘
園
の
支
配
者
か
ら
荘
民
に
水
手
料
を
支
給
し
て
、
水

手
と
し
て
使

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
梶
取
の
変
化
に
つ
れ
て
、
水
手
も
専
業
化
し
、
荘
園
か
ら
出
て
船
持
の
下
に
専
従
化
す
る
こ

と
が
起

っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
）

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

こ
の
よ
う
な
船
頭

・
水
手
を
使

っ
て
物
資
を
輸
送
さ
せ
た
の
は
、
在
地
領
主
層
の
商
業
行
為
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
物
資

を
銭
貨
に
換
え
る
こ
と
は
、
間
丸
の
手
を
経
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

問
丸
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
豊
田
武
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
荘
園
制
下
の
問
丸
は
、
０
水
上
交
通
の
労
力
奉

仕
、
０
年
貢
米
の
輸
送
、
０
陸
揚
作
業
の
監
督
、
０
倉
庫
管
理
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
荘
園
制
の
変
化
に
と
も
な
い
、
間

丸
も
従
属
し
て
い
た
荘
園
領
主
か
ら
独
立
し
て
、
専
門
の
貨
物
仲
介
業
者
あ
る
い
は
運
送
業
者
と
な

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

室
町
時
代
に
な
る
と
、
間
丸
は
年
貢
の
輸
送

ｏ
管
理

・
運
送
人
夫
の
宿
所
の
提
供
ま
で
の
役
を
は
た
す
が
、
商
業
取
引
が
さ
か
ん
に
な

る
に
つ
れ
て
、
輸
送
物
を
遠
方
ま
で
直
接
運
ば
ず
に
、
間
丸
所
在
の
繁
華
な
商
業
地
で
売
却
し
て
現
金
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
後
に
は
、
年
貢
の
徴
収
に
ま
で
加
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
当
時
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
港
と
し
て
の
活
動
が
最
も
盛
ん
で
あ

っ
た
兵
庫
に
は
、
文
安
二
年

（
一
四
四
五
）
の

『兵
庫
北
関
入

船
納
帳
』
の
記
載
に
よ

っ
て
、
道
念

・
道
祐

・
木
屋

・
豊
後
屋

・
孫
太
郎

・
衛
門
太
郎

・
二
郎
二
郎

・
衛
門
四
郎
ら
の
問
丸
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
尼
崎
も
港
町
で
あ
り
、
や
は
り
間
丸
の
い
た
こ
と
は
、
次
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
。

請
乞
申防

州
国
衛
正
税
送
物
等
問
職
事

右
彼
御
間
職
者
　
依
二
道
祐
禅
門
推
許

一被
レ申
二
東
大
寺

一自
二
油
倉

一所

レ被
二
仰
付

一也
　
働
彼
御
公
用
米
銭
雑
具
等
無
二
相
違

一執

沙
汰
可
レ申
候
　
万

一
致
二
未
進

一不
法
緩
怠
者
　
彼
問
職
可
レ被
二
召
放

一候
　
其
時

一
言
子
細
不
レ
可
レ申
候
　
働
為
二
後
日
一請
文

如

レ件

尼
崎
別
所
二
郎
衛
門
丞

寛
正
式
年

巳
辛

八
月

こ
こ
に
み
え
る
友
久
は
、 日
　
友
久

兵
庫
の
問
丸
で
あ
る
道
祐
の
下
請
と
し
て
周
防
国
か
ら
東
大
寺
の
年
貢
を
運
ぶ
こ
と
を
請
負

っ
て
い
る
。
そ
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し
て
寛
正
四
年

（
一
四
六
三
）
五
月
の
所
下
帳
に

「
四
百
文
　
尼
崎
問
丸
祝
物
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
友
久
に
対
す
る
祝
物
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
応
仁
二
年

（
一
四
六
八
）
正
月
晦
日
の

「薬
師
丸
年
貢
散
用
状
」
に
よ
れ
ば
、
友
久
と
道
祐
の
二
人
が
東
大
寺

へ
の
年

貢
を
周
防
国
か
ら
薬
師
丸
船
頭
と
し
て
輸
送
に
あ
た

っ
て
い
る
。
し
か
し
乗
船
し
て
船
頭
を

つ
と
め
た
の
は
友
久
で
あ

っ
て
、
道
祐
の
役

目
は
、
そ
の
年
貢
米
を
銭
貨
に
換
え
て
東
大
寺
に
送
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
尼
崎
に
も
間
丸
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

兵
庫
の
問
丸
に
対
し
て
は
、
従
属
的
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
尼
崎
は
、
神
崎
川
や
猪
名
川
や
武
庫
川
の
三
角
州
の
形
成
に
よ

っ
て
出
来
上

っ
た
地
域
で
あ
る
。
）

こ
の
地
域
の
中
で
、
神
崎
川
が
平
安
時
代
か
ら
京
都
と
西
海
を
結
ぶ
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
上
流
の
淀
川
と
分
岐
す
る
所
に

江
口
、
外
海
に
出
る
所
に
神
崎
が
あ

っ
た
。
し
か
し
神
崎
は
、
土
砂
の
堆
積
や
土
地
の
伸
展
に
よ

っ
て
港
の
地
位
を
失
い
、
大
惣

杭
猥

大
和
田
の
集
落
が
港
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
時
を
経
る
に
つ
れ
て
機
能
を
失
い
、
尼
崎
が
港
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
）

こ
の
地
域
に
は
、
東
大
寺
領
猪
名
荘
や
鴨
社
領
長
州
厨
が
あ
り
、
古
く
か
ら
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
商
工
業
者

が
集
ま
る
地
域
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
尼
崎
の
隣
の
神
崎
で
は
、
延
慶
四
年
２

〓
〓

一
）
に
問
丸
の
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

尼
崎
地
域
の
港
の
中
で
、
諸
国
か
ら
の
船
が
最
も
集
ま
る

一
州

（現
在
の
尼
崎
市
長
州
に
あ
た
る
神
崎
川
の
川
尻
）
に
応
永
頃
ま
で
関
所

（田
）

（譴
）

が
あ
り
、
こ
こ
は
兵
庫
や
渡
辺

（大
阪
）
と
共
に
三
カ
津
と
呼
ば
れ
、
関
料
を
徴
収
し
て
い
た
。
尼
崎
に
関
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
こ

で
神
崎
川

・
淀
川
を
経
て
京
都
に
上
る
河
船
に
積
荷
を
積
み
か
え
る
所
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
そ
の

一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

瀬
戸
内
海
を
遊
覧
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
足
利
義
満
は
、
尼
崎
に
も
度
々
下
向
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
遣
明
船
見
物
の
た
め
と
い
わ

れ
る
の
で
、
当
時
尼
崎
に
は
外
航
船
の
入
れ
る
よ
う
な
設
備
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
室
町
時
代
の
尼
崎
の
地
は
、
京
都
か
ら
下

っ
て
西
海
に
出
る
た
め
の
起
点
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海
航
路
を
考
え
れ
ば
、
そ
の

航
路
の
東
端
に
位
置
す
る
港
町
で
あ

っ
た
。
）

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

四
　
日
隆
聖
人
と
問
丸
層
と
の
関
係

室
町
時
代
の
瀬
戸
内
海
の
海
上
輸
送
の
実
体
を
窺
え
る
史
料
と
し
て

『兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
安
二
年

（
一
四

四
五
）
二
月
三
日
よ
り
十
二
月
二
十
九
日
ま

で
に
摂
津
国
兵
庫
津
の
北
関
を
通
過
し
た
船

舶
の
、
船
籍
地

・
積
載
品
目

・
数
量

・
関
料

・

納
付
月
日

・
船
頭

・
船
主

（問
丸
）
の
各
項

目
を
列
記
し
た
記
録
簿
で
あ
る
。

こ
の
史
料
を
用
い
た
研
究
も
数
多
く
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
を
尼
崎
に
関
し

て
検
討
さ
れ
た
も
の
に
渡
辺
久
雄
氏

「中
世

の
尼
崎
付
近
の
交
通
路
」
が
あ
る
。
今
本
稿

に
関
係
あ
る
部
分
を
抜
き
出
す
と
表
Ｉ
の
よ

う
に
な
る
。

表
を
み
る
と
、
そ
の
中
に
日
隆
聖
人
と
関

係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
物

名
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
問
丸
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

表 |

月 日 沿籍洲 品目 0数量 書住地 船 頭 船主 (問丸)

2.3

9.7

10. 5

10.17

10.17

10.17

10.24

11. 7

11.7

11.21

11.26

11.27

11.27

11.30

12.9

12.15

尼崎

尼崎

別所

尼崎

尼崎

尼崎

杭瀬

別所

杭瀬

尼崎

尼崎

杭瀬

別所

杭瀬

尼崎

尼崎

三原 (塩)40石

赤 (赤米)10石
米    18石
米    45石

米 20石半双

赤 (赤米)15石
米 20石半双

赤(赤米)15石半双
米 15石半双

米 75石

米 75アヨ

米 35石半双

米 50石半双

米 47石

30石

米

米 64Zヨ

68アヨ

大物

市庭

大物

大夫二郎

二郎二郎

衛門太郎

十郎

(枝舟)

(枝舟)

衛門二郎

衛門太郎

衛門太郎

衛門二郎

左近五郎

衛門太郎

衛門太郎

衛門二郎

衛門二郎

衛門二郎

衛門太郎

衛門

衛門太郎

衛門太郎

衛門太郎

かくせん

室衛門二郎船

覚仙

(渡辺久雄「中世の尼崎付近の交通路」より引用)
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「衛
門
太
郎
」
は
、
聖
人
が
宝
徳
三
年

（
一
四
五

一
）
十
二
月
二
日
に
授
与
さ
れ
た
曼
茶
羅
本
尊

（本
興
寺
蔵
）
の
授
与
者
が
、
「
信
男

衛
門
太
郎
　
法
名
道
妙
」
と
著
わ
さ
れ
て
い
る
の
と

一
致
す
る
。
ま
た
船
頭
と
記
さ
れ
て
い
る

「衛
門
二
郎
」
も
、
聖
人
自
筆
の

「寺
領

屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
中
に
、
永
享
二
年

（
一
四
三
〇
）
閏
十

一
月
二
十
八
日
付
で
京
の
千
代
寿
に
土
地
を
売
却
し
た
人
物
が
、
「
奈

良
屋
衛
門
二
郎
」
と
あ
る
の
と

一
致
す
る
名
前
で
あ
る
。

こ
こ
で

『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
人
物
と
し
て

「衛
門
五
郎
」
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「衛
門
五
郎
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）
七
月
下
旬
に
聖
人
よ
り
曼
茶
羅
本
尊
を
授
与
さ
れ
た

「信
男
妙
浄
衛
門

五
郎
」
（本
能
寺
蔵
）
の
名
と

一
致
し
、
「収
納
日
記
」
に
お
い
て
は
、
聖
人
方
に
五
貫
文
で
屋
敷
地
を
売
却
し
た
者
と
し
て
記
さ
れ
、
さ

ら
に
尼
崎
本
興
寺
に
は
、
同
寺
三
世
日
登
上
人
か
ら
衛
門
五
郎
と
い
う
人
物
に
宛
て
た
次
の
よ
う
な
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

な
越
／
ヽ
か
や
う
の

一
こ
ひ
か
す
か
き
り

御
く
と
く
め
さ
れ
　

一
あ
る
ま
し
く
候

御
う
ら
や
　
　
　
　
一
御
て
ら
へ
御
ま
い
り

（嘉
≒

し

（
く
な

香
）
　

　

一
候
ろ
う
て
御
は
ん見
亀
子
に

か
れ
い
の
ま

つ
か
う
　
　
一
ぃ
り
御
よ
ろ
こ
ひ

五
斗
ま
い
ら
さ
せ
　
　
　
一　

申
し
候
べ
く
候

給
ひ
候
奈
爾
よ
り
／
＼

　
一　

あ
な

あ
り
か
た
く
候
　
　
　
　
一　
　
　
か
し
く

一
偶

一
句
増
進
喜
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
日
登

一
花

一
香
永
無
退
韓
と
　

一
ゑ
も
ん
五
郎
ど
の
へ

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

こ
そ
候

へ
こ
れ

ノ
そ
こ
　

一　
　
　
め
ら
と
の
ヘ

く（‐ま応抑痢たヵ̈ゝ
」は候　一　　　申したまへ

御
佛
の
御
よ
ろ
　
　
　
　
一

こ
の
書
簡
の
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
「嘉
例
の
抹
香
」
の
部
分
に
注
意
さ
れ
る
。
抹
香
は
香
木
を
細
か
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

元
来
香
木
は
我
国
に
は
産
せ
ず
、
イ
ン
ド

ｏ
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
諸
外
国
に
産
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
文
中
の

「衛
門
五
郎
」

は
、
外
国
産
の
香
を

「
五
斗
」
も
日
登
上
人
に
贈
る
こ
と
の
出
来
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
尼
崎
に
問
丸
の
存
在
し
た
こ
と
は
前
節

で
も
述
べ
た
が
、
こ
の

「衛
門
五
郎
」
の
よ
う
に
外
国
産
の
品
物
を
多
量
に
用
意
出
来
る
の
は
、
彼
自
身
が
間
丸
で
あ

っ
た
た
め
と
は
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
聖
人
の
信
者
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
階
層
の
人
々
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

『兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
に
み
え
た
問
丸
の

「衛
門
太
郎
」
も
、
前
記
の
如
く
本
尊
授
与
者
と
名
前
が

一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
聖
人
の
信

者
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
説
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
隆
聖
人
が
、
尼
崎
に
お
い
て
応
永
三
十
四
年

（
一
四
二
七
）
か
ら
永
享
三
年

（
一
四
三

一
）
ま
で
の
間
に
土
地
や
屋
敷
地
を
買
得
し

た
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
時
の
買
得
者
は
、
二
名
を
除
い
て
他
は
全
て
京
都
在

住
の
人
物
と
思
わ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
売
主
を
み
る
と
、
尼
崎
覚
道

・
豊
嶋
屋
二
郎
四
郎

・
奈
良
屋
衛
門
二
郎
と
い
う
よ
う
に
、
地
元

の
人
物
と
思
わ
れ
る
名
で
あ
り
、
更
に
応
永
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

「
慶
林
坊
」
に
五
貫
文
で
屋
敷
地
を
売
却
し
た
今
倉
道
祐
は
、
隣

接
す
る
兵
庫
の
有
力
な
問
丸
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
）

応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）
尼
崎
の
地
に
外
護
を
得
て
本
興
寺
を
建
立
し
た
日
隆
聖
人
は
、
そ
の
頃
尼
崎
や
兵
庫
の
間
丸
な
ど
の
富

裕
層
か
ら
土
地
を
買
得
し
、
そ
の
土
地
か
ら
上
る
利
を
も

っ
て
布
教
活
動
の
為
の
資
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
前
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の

「衛
門
五
郎
」
の
場
合
は
、
『収
納
日
記
』
の
土
地
の
売
主
に
も
名
が
み
え
、
曼
荼
羅
本
尊

・
書
簡
な
ど
か
ら
は
聖
人

の
信
者

で
は
な

い
か
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
衛
門
五
郎
は
、
初
め
は
聖
人
に
対
し
て
単
な
る
商
行
為
の
相
手
と
し
て
対
応
し
て
い
た
関
係
が
、
時

間
を
経
て
信
者
の
立
場
に
変

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
推
測
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
隆
聖
人
の
信
者
獲
得
あ
る
い
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
も
よ
り
具
体
的
な
姿
が
浮
ん
で

く
る
。

す
な
わ
ち
、
聖
人
の
信
者
層
を
構
成
す
る
人
々
の
中
に
、
当
時
町
衆
と
呼
ば
れ
る
富
裕
な
商
業
関
係
者
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
富
裕

層
の
中
に
は
、
間
丸
と
呼
ば
れ
る
船
主
、
あ
る
い
は
各
地
域
の
港
に
お
い
て
貨
物
の
輸
送
と
販
売
に
よ
る
商
業
活
動
を
お
こ
な
う
者
や
、

船
の
運
航
責
任
者
で
あ
る
船
頭
な
ど
が
い
た
。
こ
の
よ
う
な
信
者
達
は
、
聖
人
に
対
し
て
諸
国
の
情
況
を
話
す
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
各
地

へ
の
布
教
を
願

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

最
初
に
み
た
諸
国

へ
の
布
教
の
中
、
牛
窓
本
蓮
寺
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
な
本
蓮
寺
の
堂
塔
を
整
備
出
来
た
の
は
、
外
護
者

で
あ

っ
た
石
原
氏
の
貢
献
に
よ
る
と
い
う
。

物
資
を
輸
送
す
る
船
を
持

っ
た
富
裕
な
階
層
を
富
裕
商
人
型
と
土
豪
型
に
分
け
る
見
方
が
あ
り
、
本
蓮
寺
の
外
護
者
で
あ

っ
た
石
原
氏

の

一
族
の
石
原
道
幸
は
土
豪
型
船
持
層
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
石
原
氏
が
船
を
持
ち
、
運
輸
と
交
易
に
関
係
し
た
と
す
れ
ば
、
石

原
氏
の

一
族
の
者
が
尼
崎
に
来
て
聖
人
に
出
会
う
こ
と
も
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
敦
賀

・
堺

・
尼
崎

・
兵
庫

・
牛
窓

・
宇
多
津
な
ど
の
諸
港
に
お
け
る
問
丸
と
聖
人
と
が
何
ら
か
の

つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
く
る
と
、
当
時
の
商
業
交
易
圏
と
信
仰
伝
播
の
方
法
が
、
ま
す
ま
す
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

五
　
伝
記
書

に
み
え
る
富
裕
商
人

に

つ
い
て

日
隆
聖
人
が
尼
崎
に
本
興
寺
を
開
創
さ
れ
る
機
縁
に
つ
い
て
、
『
両
寺
歴
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

時
一
判
一
静
「
輸
『
」
［
｛
「
い
一
摯
］
¨
鰤
射
製
時
窄
鏡
一
一赫
粋
権
鶴
郎
五
郎
宅
．一鰤
「
副
社

り
教
化
開
道
セ
リ
　
又
西
町
小
濱
屋

栄

有

ま
た

『
両
山
歴
譜
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

應
永
二
十
七

子庚

師
二
十
（Ｅ
絆
思
惟
道
公
命
欲
レ趣
二
西
国
弘
法

一即
至
二
尼
崎
二
郎
五
郎
者
家

一示
賞
事
夫
妻
渇
仰
昼
夜
供
給
鄭
寧
也

師
数
談
二
本
門
宗
義

一聴
聞
男
女
日
々
増
益
二
信
仰

一帰
伏
者
多
　
師
屋

号
二
小
濱
屋

一氏
ヲ
去
芝
法
名
授
二
行
妙

・

『
両
寺
歴
譜
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）
聖
人
は
、
尼
崎
に
至
り
辰
巳
の
浜
に
あ
る
米
屋
治
郎
五
郎

（二
郎

五
郎
）
宅
に
止
宿
し
て
布
教
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
小
浜
屋
と
い
う
者
が

一
族
を
挙
げ
て
帰
依
し
た
の
で
、
姓
を
芝
氏
、
法
名
を
行
妙

と
授
け
ら
れ
た
と
あ
る
。

『
両
山
歴
譜
』
で
は
、
師
の
日
道
上
人
の
命
に
よ
っ
て
西
国

へ
の
布
教
に
向
い
ヽ
尼
崎
に
至

っ
て
二
郎
五
郎
の

家
に
止
宿
し
た
。
そ
し
て
、
彼
に
屋
号
を
小
浜
屋
、
氏
を
芝
、
法
名
を
行
妙
と
授
け
た
と
い
う
。

『
両
寺
歴
譜
』
と

『
両
山
歴
譜
』
を
比
べ
る
と
、
前
者
で
は
米
屋
次
郎
五
郎
に
は
竹
中
氏
を
、
小
浜
屋
に
対
し
て
芝
の
姓
を
授
け
た
と

あ
る
の
に
、
後
者
で
は
二
郎
五
郎
に
芝
氏
を
授
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
両
説
の
い
ず
れ
を
取
る
べ
き
か
、
日
下
の
と
こ
ろ
決
定
出
来
る

史
料
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
前
節
で
掲
げ
た
、
本
興
寺
日
登
上
人
が
衛
門
五
郎
に
宛
て
た
書
簡
２
暴
面
に
次
の
よ
う
な
添
書
が
あ
る
。
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尼

＾
崎
本
興
寺
常
住

奉
寄
進
国
登
上
人
似
名
筆

施
主
　
芝
　
浄
与

す
な
わ
ち

「芝
浄
与
」
の
名
に
注
目
さ
れ
る
。
前
述
の
如
く
、
衛
門
五
郎
が
問
丸
に
属
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
寄
進
の
日
時
は
不
明
で

あ
る
が
衛
門
五
郎
の
手
紙
を
保
管
し
て
い
た

「芝
氏
」
も
ま
た
衛
門
五
郎
の

一
統
に
属
す
る
富
裕
な
商
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
材
木
を
多
く
あ

つ
か
う
問
丸
は
木
屋
と
い
わ
れ
、
米
を
あ

つ
か
う
問
丸
は
米
屋
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ

っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
観
点
に
立
て
ば
、
米
屋
二
郎
五
郎
も
問
丸
の
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
芝
氏
か
ら
衛
門
五
郎
の
手
紙
が
出
て
き
た
こ
と
も
理
解
出
来

よ
う
。
二
郎
五
郎
が
問
丸
で
あ
り
、
『
両
山
歴
譜
』
の
如
く
日
道
上
人
の
命
に
よ

っ
て
尼
崎
の
問
丸
を
訪
ね
た
と
す
る
な
ら
ば
、

日
道
上

人
に
も
町
衆
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
信
者
や
知
人
が
あ
り
、
そ
の
伝
手
を
た
ど

っ
て
尼
崎
に
来
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
本
興
寺
建
立
後
の
応
永
三
十
二
年

（
一
四
二
六
）
越
中
方
面
に
下
向
し
て
い
る
が
、
そ
の
帰
途
に
色
ケ
浜
本
隆
寺
と
敦
賀
本
勝
寺

を
得
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
色
ケ
浜
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
『
両
山
歴
譜
』
に
は
、

然
ノ
師
経
二
海
陸

一上
洛
先
寄
二
船
越
前
色
浜
村

一　
千
時

一
村
所
悩
時
疫
多
死
亡
　
村
長
刀
禰
見
レ師
歎
日
　
願
垂
二
慈
慈

一救
二
療
疫

疾

一
師
日
我
非

レ医
但

一
同
改
宗
帰
二
伏
本
門
宗

入
「
祈
■
二
宝

一忽
有
レ験
　
刀
禰
諾
　
師
坐
二
石
上

一祈
念
勇
猛
　
奇
哉
村
民

一
同
本

復
既

死

皆
活
合
掌
始
唱
二
本
門
玄
題

一　
後
立
二
一
宇

一今
本
隆
寺
是
也

と
あ

っ
て
、
聖
人
に
祈
祷
を
願
い
出
た
の
は

「村
長
刀
禰
」
と
み
え
、
こ
の
記
述
は
、
日
寛
師

『隆
師
尊
縁
記
』
や
日
芳
師

『
徳
行
講

演
抄
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
刀
禰
は
、
本
来
自
治
組
織
の
指
導
者
の
意
や
、
神
社
の
神
職
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の
一
試
論

時
に
は
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
間
丸
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

敦
賀
本
勝
寺
に
つ
い
て
の

『
両
山
歴
譜
』
の
記
事
を
み
る
と
、

師
船
着
二
敦
賀
津

一新
田
河
岸
是
有
二
紺
屋
五
郎
右
衛
門
者

一　
師
乞
二
寄
宿

一　
紺
屋
謹
諾
夫
妻
供
給
懇
也

と
あ

っ
て
、
敦
賀
津
に
紺
屋
五
郎
右
衛
門
と
い
う
人
物
が
い
た
と
み
え
る
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
聖
人
は
敦
賀
に
お
い
て
、
大
正
寺
円
海

法
印
と
法
論
を
お
こ
な
い
、
大
正
寺
を
本
勝
寺
に
円
海
を
日
従
と
改
め
て
門
流
に
帰
せ
じ
め
た
と
い
う
。
こ
の
時
に
、
紺
屋
五
郎
右
衛
門

は
、
聖
人
よ
り
安
田
の
姓
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
「
紺
屋
」
と
い
う
の
は
、
職
業
を
あ
ら
わ
す
呼
び
名

で
は
な
か

っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。

更
に

『両
山
歴
譜
』
永
享
元
年
条
に
よ
れ
ば
、
本
応
寺
建
立
を
記
す
段
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

尼
崎

有
二
商

レ塩
翁

一　
上
京
偶
至
三
ハ
角
室
町
玉
蔵
町

一小
袖
屋
宗
句

者
所
談
餘
及
二
師
高
徳
法
力

事

一　
一不
句
自
内

催
二
信
心

・

直

従
レ翁
詣
二
本
興
寺

一謁
レ師
　
止
住
数

師
為
説
二
法
要

一如
二
懸
河
流

一　
一小
句
忘
レ帰
レ家
弥
渇
仰
忽
帰
二
伏
門
流

・

尼
崎
に
い
た
塩
を
商
う
老
人
が
、
上
京
し
て
小
袖
屋
宗
句
と
出
会
い
、
宗
句
を
日
隆
聖
人
に
ひ
き
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
門
流
に
帰
し
た
と

い
う
記
事
で
あ
る
。
小
袖
屋
は
、
妙
本
寺
を
再
興
す
る
に
も
功
の
あ

っ
た
人
物
と
し
て
み
え
て
い
る
が
、
富
裕
な
商
人
と
思
わ
れ
、
尼
崎

の
塩
を
商
う
翁
も
、
単
に
塩
を
小
売
り
し
て
い
る
よ
う
な
老
人
で
は
な
く
、
塩
を
取
引
す
る
よ
う
な
富
裕
な
商
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
聖
人
の
伝
記
の
中
に
出
て
く
る
人
物
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
と
、
富
裕
商
人
の
姿
が
多
く
浮
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
布
教
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
聖
人
の
伝
記
に
つ
い
て
の
史
料
が
少
な
い
こ
と
は
不
思
議
な
感
を
い
だ
か
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せ
る
が
、
本
稿

で
は
現
存
す
る
文
章

の
行
間
か
ら
、
出
来
る
だ
け
当
時

の
信
者

の
姿
を
見

つ
け
だ
そ
う
と
考
え
た
。

前
述

の
よ
う
に
、
聖
人
が
瀬
戸
内
沿
岸
諸
地

に
布
教
さ
れ
た
背
後
に
は
、
多
く
の
富
裕
な
商
人
達
が
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
聖
人

の
先
師

で
あ
る
大
覚
大
僧
正

の
布
教

の
跡
を
た
ど
ら
れ
た
よ
う
な
見
方
も
出
来
よ
う
（℃
し
か
し
ヽ
そ
の
布
教

の
跡
が
現
在

に
ま
で
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
化
さ
れ
た
信
者
方

の
信
仰

の
厚
さ
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
隆
聖
人

の
伝
記
に

つ
い
て
は
、
未
だ
不
明
の
点
が
あ
り
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

べ
く
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
歴
史

的
研
究

の
初
歩

で
あ
る
伝
記
史
料

の
発
掘
と
原
文
校
訂
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。

し
か
し
、
伝
承
と
し

て
も
、
そ
の
中

に
は
何
ら
か
の
真
実

の
面
を
残
し
て
い
る
と
考
え
、
本
稿
に
お
い
て
も
種
々
検
討
を
お
こ
な
い
推

論
を
立

て
た
が
、
名
前

の

一
致

で
同

一
人
物
と
考
え
る
な
ど
、
論
拠
不
足
な
点
も
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
現
実

の
聖
人
像
に
近
づ
け
る
か
不
安

で
あ
る
。
小
稿
を

一
試
論
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

付
記本
稿
は
拙
著

『
日
隆
聖
人
略
伝
』
を
補
う
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
引
用
し
た
史
料
は
全
て
前
著
記
述
中
に
各
御
寺
院
の
御
配
慮
に
よ
り
閲
覧
を
許

可
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
大
本
山
本
能
寺
、
大
本
山
本
興
寺
か
ら
は
格
別
の
御
配
慮
に
よ
っ
て
、
所
蔵
宝
物
や
両
山
の
寺
歴
に
関
す
る
こ
と
の
中
、

日
隆
聖
人
伝
に
関
す
る
部
分
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
又

『龍
華
年
譜
』
は
芹
沢
泰
謙
先
生
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註
（１
）
西
国
布
教
の
中
、
備
中
本
隆
寺
は
位
置
が
海
岸
線
か
ら
北
部
に
入

っ
て
い
る
た
め
、　
一
見
辺
部
な
所
に
み
え
る
が
、
実
は
児
島
湾
か
ら
足
守
川
を

逆
上
れ
ば
、
本
隆
寺
の
背
後
の
庚
申
山
の
す
ぐ
東
の
地
点
に
着
く
こ
と
が
出
来
、
や
は
り
水
運
を
利
用
す
る
と
便
利
な
場
所
で
は
な
か

っ
た
か
と

考
え
る
。

ま
た
瀬
戸
内
沿
岸
諸
地
の
布
教
に
お
い
て
、
備
前
の
長
遠
寺
、
備
後
尾
道
妙
宣
寺
の
二
寺
も
、
日
隆
聖
人
に
縁
の
あ
る
寺
院
で
は
な
か

っ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
遠
寺
は
長
禄
二
年
五
月
に
聖
人
よ
り
寺
号
補
任
状
が
出
さ
れ
て
お
り

（本
能
寺
蔵
）、
そ
こ
に
は

「備
前
州
上
道

郡
可
知
庄
肘
屋
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
の
跡
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
尾
道
妙
宣
寺
は
、
文
和
三
年

（
一
二
五
四
）
の
創
建

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論
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証
額
僧創
曇
ポ
一肇
蛯
顆
可
颯
羹
又
鋪
酬
鶴
一厨
剌籍
襲

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
期
の

『妙
顕
寺
末
寺
帳
』
中
に
も
、
同
じ
尾
道
妙
宣
寺
が
末
寺
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
奇
異
の
感
を
う
け

る
。
し
か
し
史
料
不
足
の
た
め
、
本
稿
で
は
い
ず
れ
も
日
隆
聖
人
に
関
係
の
あ
る
寺
院
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
指
摘
に
止
め
て
お
き
た
い
。

（２
）
例
え
ば

『
日
本
佛
教
史
Ⅱ
中
世
篇
』
（
嚇
碑
酸
務
轄
離
蔵
館
）

一
一七
七
頁
に
は
、
「
日
隆
の
瀬
戸
内
伝
道
が
尼
崎

・
堺

・
牛
窓

・
宇
多
津

・
尾
道
と

当
時
の
内
海
交
通
の
港
市
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
教
線
を
の
ば
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
も
、
か
れ
の
伝
道
が
当
時
の
商
品
流
通
組
織
を
把
握
し
て
い
た
商

人
層
と
の
結
合
を
基
盤
に
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。」
ま
た

『
ア
ジ
ア
仏
教
史
　
日
本
編
Ⅵ
室
町
仏
教
』

（
畑
脚
酬
鷹
許
）

二
九

一
頁
に
は
、
「
そ
の
中
で
有
名
な
の
は
、
屈
指
の
豪
族
石
原
氏

一
族
の
援
助
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
本
蓮
寺
で
あ
る
。
本
蓮
寺
は
、
こ
れ
ま
た

内
海
の
要
衝
で
あ
る
尼
崎
の
本
興
寺
を
通
じ
て
京
都
の
本
能
寺
に
連
な
っ
て
い
る
。
本
能
寺
は
十
四
世
紀
の
初
め
ご
ろ
に
、
小
袖
屋

・
米
屋

・
塩

屋
な
ど
有
力
な
畿
内
商
人
た
ち
の
援
助
に
よ
っ
て
寺
を
建
立
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
三
寺
の
関
係
は
内
海
の
商
業
交
通
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
」
と
み
え
る
。

（３
）
顕
本
寺
建
立
に
つ
い
て

『両
寺
歴
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

同
年
（宝
徳
三
）泉
州
堺
顕
本
寺
建
立
也
、
元
来
十
三
年
已
前
永
享
十

一
己
未
年
師
河
内
加
納
村
　
堺

趣

給

初
二於
教
化

一其
後
不
レ怠

弘
通

依
レ之
宗
門
信
仰

者

数
多
出
来

　
就
レ中
鋳
屋
木
屋

両
家
成
二大
信
者

一転
二各
々
自
宅

一立
レ寺

故

以
一一日
浄
上
人

一令
レ為
二開
祖

Ｌ
云

ま
た

『両
山
歴
譜
』
に
は
、
宝
徳
二
年
の
条
に
、

同
年
　
木
屋
某
鋳
屋
某
合
レ心
遂
転
二自
宅

一為
二戒
壇
院

・今
顕
本
寺
是
也
　
則
師
同
姓
僧
有
一一日
浄

一為
書
同
弟

一依
為
二顕
本
寺
住
持

・

と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
木
屋

・
鋳
屋
の
両
名
が
信
者
と
な
っ
て
顕
本
寺
を
建
立
し
た
と
み
え
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
等
も
材
木
や
金
工
の
鋳

を
商
う
富
裕
な
商
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（４
）
日
隆
聖
人
の
伝
記
書
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『
日
隆
聖
人
略
伝
』
三
二
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
同
書
刊
行
後
、
例
え
ば
同
書
二
三
二
頁
に
引
用
し
た

丸
亀
本
照
寺
蔵
の
伝
記
書
は
、
和
田
晃
尚
師
の
調
査
に
よ
り
蓮
屋
登
羅
の
自
筆
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
新
た
に
確
認
出
来
た
点

も
あ
る
。
ま
た
本
文
に
引
用
し
た
伝
記
書
中
の
同
内
容
の
記
事
に
年
時
の
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（５
）
至
徳
二
年
誕
生
で
あ
る
か
ら
宝
徳
三
年
は
六
十
七
歳
で
あ
る
。
後
の
２

●
６
の
伝
記
書
も
同
様
で
あ
る
。

（６
）
本
書
に
は
顕
本
寺
建
立
の
由
来
に
つ
い
て
は
記
事
が
あ
る
が
、
本
蓮
寺

へ
の
布
教
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

（７
）
本
史
料
は
、
本
興
寺
蔵

『本
門
法
華
宗
林
緞
両
寺
歴
譜
』
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
中
で
は

『両
寺
歴
譜
」
と
略
記
す
る
。

（８
）
同
師
著

『開
祖
徳
行
記
試
評
』
で
は
、
西
国
布
教
と
し
て
尼
崎
本
興
寺
建
立
を
含
ん
で
い
る
。

（９
）
本
蓮
寺

へ
の
布
教
に
つ
い
て
は
、
各
伝
記
書
の
記
述
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
瀬
戸
内
海
に
あ
る
淡
路
島
へ
の
布
教
に
つ
い
て
は
、
日
蒼
師
の
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『
日
隆
大
聖
人
募
縁
誌
』
に

「嘉
吉
三
年
壬
成
　
隆
尊
者
寿
暦
五
十
九
歳
　
鑑

、十一於
本
縁

之
應
一
発

而
之
二千
淡
州
釜
口
妙
勝
寺
一　
弘
法
教
化

寺
檀
斉
ク授
戒
ス実
　
宿
ニス途
二於
摂
西
兵
庫
津
一
契
´
信
士
某
法
化
一
乎
　
信
士
廉
直
ラ
而
正
路
也
　
師
乎
賜
ニフ為
二於
正
直
屋
之
号

一ヲ焉
」
と
あ
る
の

み
で
、
他
の
伝
記
書
に
は
妙
勝
寺
が
転
派
し
た
記
事
が
み
え
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
引
用
史
料
の

「壬
成
」
は
、
「嘉
吉
二
年
」
に
あ
た
る
。

（１０
）
本
興
寺
五
十
八
世
日
心
上
人
筆
、
本
興
寺
蔵
。

（１１
）
本
能
寺
五
十
七
世
日
唱
上
人
筆
、
謄
写
本
。

（‐２
）
本
蓮
寺
の
日
暁

ｏ
日
澄

・
石
原
氏
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
に
、
糸
久
宝
賢

「室
町
時
代
京
都
日
蓮
教
団
の
備
前
地
方
に
お
け
る
展
開
」

今
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
昭
和
五
八
年
　
平
楽
寺
書
店
）
が
あ
る
。

（‐３
）
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

宜
任
　
本
門
法
華
宗
蓮
像
院
日
澄
　
右
所
授
之
如
件
　
長
享
三
暦
配
六
月
十
五
日
　
釈
日
興
花
押
　
（『岡
山
縣
古
文
書
集
』
第
二
輯
所
収

「
本
蓮

寺
文
書
し

尚
、
糸
久
氏
は
こ
の
頃
に
日
澄
師
が
住
職
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
（１２
）引
用
論
文
　
五
三
四
頁
。

（‐４
）
（‐３
）引
用

「本
蓮
寺
文
書
」
八
七
号
文
書
。

（‐５
）
本
蓮
寺
蔵
、
文
明
十
四
年

（
一
四
八
三
）
十
月
二
十
九
日
付

「吉
田
紺
屋
内
清
信
女
寄
進
状
」
や

「吉
田
北
風
次
郎
太
郎
母
畠
地
浩
券
」

に
は
、

住
職
と
し
て
日
暁
師
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
澄
師
に
つ
い
て
は
、
明
応
元
年

（
一
四
九
二
）
九
月
の

「本
蓮
寺
本
堂
棟
木
墨
書
銘
」

に
当
住

と
し
て
名
が
み
え
る
。
そ
の
た
め
住
職
と
し
て
の
順
序
に
は
問
題
は
な
い
が
、
日
隆
聖
人
在
世
中
の
住
職
に
つ
い
て
確
た
る
史
料
は
な
い
。

（‐６
）
本
妙
寺
に
宝
徳
三
年
六
月
二
日
　
信
男
園
信
授
与
の
曼
荼
羅
本
尊
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
園
信
が
檀
那
と
い
わ
れ
る
在
地
の
有
力
者
で
は
な
か
っ

た
か
と
の
見
方
が
あ
る
。
唐
木
裕
志

「中
世
後
期

・
近
世
初
頭
に
お
け
る
讃
岐
の
法
華
宗
の
展
開
に
つ
い
て
（上
と

（『香
川
の
歴
史
』
第
二
号
）

（‐７
）
津
田
覚
編

『瀬
戸
内
海
の
自
然
と
環
境
』
（昭
和
五
四
年
　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
）
七
頁
。

（‐８
）
河
合
正
治

『瀬
戸
内
海
の
歴
史
』
（昭
和
四
二
年
　
至
文
堂
）
四
四
頁
以
下
。

（‐９
）
松
岡
久
人

「中
世
後
期
内
海
水
運
の
性
格
」
翁
内
海
産
業
と
水
運
の
史
的
研
究
』
昭
和
四

一
年
　
吉
川
弘
文
館
）
五
五
頁
。

（２０
）
（１９
）引
用
論
文
　
エハ
一
頁
以
下
参
照
。

（２‐
）
（１９
）引
用
論
文
　
七
三
頁
。

（２２
）
（‐９
）引
用
論
文
　
七
七
頁
。

（２３
）

『中
世
日
本
の
商
業
』
（昭
和
五
七
年
　
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
四
頁
。

（２４
）
（２３
）引
用
書
　
一
一
一
四
頁
。

（２５
）
（２３
）引
用
書
　
一
〓
一九
頁
。

（２６
）
（２３
）引
用
書
　
一
一
一
四
頁
。

『尼
崎
市
史
』
第

一
巻
　
五
六
〇
頁
。

（２７
）
（２３
）引
用
書
　
一
一
一
四
頁
。

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論
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日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論

（２８
）

『尼
崎
市
史
』
第

一
巻
　
五
六

一
頁
。

（２９
）

『尼
崎
市
史
』
第

一
巻
　
一
頁
。

『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
　
一二
四
六
頁
。

（３０
）

『尼
崎
市
史
』
第

一
巻
　
一二
〇
八
頁
。

（３‐
）

『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
　
一二
四
八
頁
。

（３２
）

『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
　
一二
四
九
頁
。

（３３
）

『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
　
八
八
二
頁
。

（３４
）

『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
　
一二
五
〇
頁
。

（３５
）

『兵
庫
県
史
』
第
二
巻
　
八
五
六
頁
。

『教
言
卿
記
』
（改
定
史
籍
集
覧
）
応
永
十
三
年
六
月
十
五
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「北
山
殿
唐
船
着

岸
之
間
、
御
成
尼
崎
云
々
、
昼
御
出
也
」

（３６
）
尼
崎
と
程
遠
く
な
い
堺
も
貿
易
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
堺
が
繁
栄
す
る
の
は
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
兵
庫
が
衰
微
し
た
為
で
あ
る
。
日
明
貿

易
も
兵
庫
の
独
占
で
、
応
仁
元
年
に
出
発
し
た
幕
府

・
細
川

・
大
内
氏
ら
の
仕
立
て
た
三
艘
の
遣
明
船
は
兵
庫
か
ら
出
発
し
た
が
、
応
仁
の
乱
に

よ
っ
て
兵
庫
が
大
内
氏
の
手
に
帰
し
た
為
、
幕
府
船
と
細
川
船
は
瀬
戸
内
航
路
を
さ
け
て
、
九
州
の
南
か
ら
土
佐
沖
を
経
る
南
海
路
を
と
り
文
明

元
年
堺
に
入
港
し
た
。
こ
れ
以
後
、
遣
明
船
は
堺
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
瀬
戸
内
海
を
通
れ
ば
期
間
の
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
全
て

が
南
海
路
を
と
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従

っ
て
聖
人
の
時
代
は
、
瀬
戸
内
航
路
の
起
点
と
し
て
尼
崎
の
港
は
盛
ん
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
豊
田

武

『堺
』
（昭
和
三
三
年
　
至
文
堂
）
三
二
頁
参
照
。

林
屋
辰
三
郎
編
　
昭
和
五
六
年
　
中
央
公
論
美
術
出
版
。

『地
域
史
研
究
』
第

一
五
巻
二
号

拙
稿

「
日
隆
聖
人
伝
補
填
の

一
史
料
―

『寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
』
に
つ
い
て
―
」
「
興
隆
学
林
紀
要
』
第
二
号
）
参
照
。

日
登
上
人
は

『両
寺
歴
譜
」
に
よ
れ
ば
、
享
徳
元
年

（
一
四
五
二
）
三
十

一
歳
で
入
院
さ
れ
、
長
禄
三
年

（
一
四
五
九
）
六
月
十
八
日
遷
化
と
あ

る
た
め
、
こ
の
間
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尚
、
こ
の
史
料
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
先
生
の
御
教
示
を
得
た
。

山
田
憲
太
郎

『
日
本
香
料
史
」
（昭
和
五
四
年
　
同
朋
社
）
同

『香
料
田
林
ｍ
』
（昭
和
六
十
年
　
法
政
大
学
出
版
局
）

『入
船
納
帳
』
は
文
安
二
年

（
一
四
四
五
）
、
衛
門
太
郎
授
与
の
本
尊
の
日
付
は
宝
徳
三
年

（
一
四
五

一
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

一
人
と
み
て
も

時
間
的
に
は
無
理
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（３９
）引
用
論
文
参
照
。

「尼
崎
市
史
』
第

一
巻
　
五
六
〇
頁
。

石
原
氏
に
つ
い
て
は
、
石
原
　
清

『石
原

一
族
―
石
原
但
馬
守
道
高
と
そ
の
周
辺
―
』
の
他
、
（１２
）
引
用
論
文
が
あ
る
。

（‐８
）引
用
書
　
一
六
八
頁
。

（１９
）
引
用
論
文
　
七

一
頁
。
石
原
道
幸
の
船
持
層
と
し
て
の
記
事
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「備
後
太
田
庄
年
一易
２
２

Ｇ
高
野
山
文
書
』

一
）

46454443   42 41    40393837
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（
４７

）
5150 4948

一
米
拾

一
石
二
斗
、
備
前
う
し
ま
と
い
し
わ
ら
道
幸
の
舟

上

同
元
年
十
二
月
廿
三
日

以
上
百
十
五
石
二
斗
　
以
上
送
状
三
通
ア
リ

嘉
吉
二
年
三
月
七
日

こ
れ
は
高
野
山
領
太
田
庄
の
年
貢
送
状
の

一
部
で
あ
る
が
、
「石
原
道
幸
の
舟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
原
氏
が
輸
送
船
を
持
ち
、
ま
た

本
蓮
寺
を
護
持
し
た
土
着
の
石
原
氏
と
同
族
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
船
持
の
土
豪
層
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

牛
窓
本
蓮
寺
に
は
日
像
聖
人
の
大
曼
茶
羅
本
尊
が
あ
り
、
日
像
署
名
の
横
に

「備
州
牛
窓
住
人
石
原
但
馬
守
沙
弥
妙
道
相
博
御
本
尊
余
致
拝
覧
宗

祖
第
二
尊
筆
無
疑
而
已
　
門
流
第
九
日
隆
副
」

と
あ
る
紙
片
を
張
り
つ
け
て
あ
る
。
文
面
よ
り
日
像
本
尊
を
石
原
氏
が
相
伝
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
何
故
日
隆
聖
人
の
鑑
定
書
と
も
い
う
べ
き
文
書
を
張
り
つ
け
た
か
不
明
で
あ
る
。
石
原
氏
が
水
運
に
関
係
し
た
と
す
る
と
、

こ
の
本
尊
を

尼
崎
に
持
参
し
て
聖
人
の
日
に
掛
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
何
処
で
こ
の
文
書
を
書
か
れ
た
か
疑
間
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（２３
）引
用
書
　
一
〓
一
一
頁
に

「刀
禰
が
浦
浦
に
あ
っ
て
貨
物
の
集
散
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
種
々
の
史
料
か
ら
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。

敦
賀
が
日
本
海
か
ら
京
都

・
大
阪

へ
の
交
通
路
の
起
点
と
し
て
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
像
聖
人
の
伝
記
と
も
い

う
べ
き

『龍
華
年
譜
』
に
永
仁
元
年

（
一
二
九
二
）
越
中
国
今
宿
村
に
至

っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

時
比
屋
皆
闘
　
　
休
二北
紺
屋
某
家

・主
日
近
属
疫
病
大

行
以
レ故
然

吾
有
レ母
病
実
　
菩
薩
云
　
吾
為
藤
レ之
祈
兇
焉
頓

愈

　

邑
中
間
レ之
唱
二

妙
法

一者
　
皆
差

と
あ
っ
て

「北
紺
屋
某
」
の
家
で
休
ま
れ
た
と
あ
る
。

『両
山
歴
譜
』
に
あ
る

「紺
屋
五
郎
右
衛
門
」
と
こ
こ
の

「北
紺
屋
」
が
同
じ
系
譜
に
属

す
る
も
の
か
、
別
の
屋
号
的
な
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
「紺
屋
」
と
い
う
呼
名
が
共
通
し
て
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。

（３
）
参
照
。
顕
本
寺
建
立
に
際
し
て
も
富
裕
商
人
と
思
わ
れ
る
名
前
が
知
ら
れ
る
。

聖
人
が
大
覚
大
僧
正
の
跡
を
た
ど
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
妙
顕
寺
末
か
ら
の
転
派
寺
院
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
も
う

一
つ
日
隆
聖
人
が
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
布
教
さ
れ
た
の
は
、
先
師
の
大
覚
大
僧
正
が
日
像
聖
人
妙
顕
寺
住
職
中
に
三
備
地
方
を

巡
り
、
布
教
と
共
に
妙
顕
寺
維
持
の
為
の
銭
貨
を
勧
募
し
て
は
本
寺
に
送

っ
た
例
が
あ
り
　
（
糸
久
宝
賢

「南
北
朝
期
に
於
け
る
妙
顕
寺
の
動
向

に
つ
い
て
」
紳
栗
機
詳
研
究
所
）
ヽ
こ
れ
を
承
知
さ
れ
て
い
た
聖
人
が
、
六
十
五
歳
と
い
う
高
齢
な
が
ら
、
門
流
護
持
あ
る
い
は
勧
学
院
運
営
の
為

の
財
源
確
保
と
い
う
よ
う
な
目
的
も
あ
っ
て
、
諸
地
域
の
信
者
層
を
め
ぐ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

日
隆
聖
人
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
布
教
に
つ
い
て
の

一
試
論
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